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●
第
４
次
綾
瀬
市
行
政
改
革
大
綱

「
経
営
戦
略
革
新
プ
ラ
ン
２
０
１

７
」
に
つ
い
て

　

Ｑ　

第
４
次
市
行
政
改
革
大
綱

の
策
定
に
当
た
り
、
変
更
す
べ
き

課
題
は
。

　

Ａ　

削
減
型
の
改
革
が
一
定
の

水
準
に
達
し
た
た
め
、
質
的
向
上

を
図
る
改
革
へ
の
転
換
を
基
本

に
、
主
体
的
・
創
造
的
な
取
り
組

み
を
促
進
す
る
計
画
と
し
た
。

　

Ｑ　

第
４
次
市
行
政
改
革
大
綱

で
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定

し
な
い
理
由
は
。

　

Ａ　

前
大
綱
の
行
動
計
画
が
、

こ
の　

年
間
で
庁
内
組
織
に
根
付

１０

い
た
こ
と
か
ら
、
今
計
画
で
は
大

綱
の
柱
に
重
点
目
標
や
重
要
指
標

を
掲
げ
、
創
造
性
を
発
揮
し
な
が

ら
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
ガ
バ
メ
ン
ト
２
・
０
の
推
進
に

つ
い
て

　

Ｑ　

市
民
と
共
に
取
り
組
む
、

新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
で
あ
る
ガ

バ
メ
ン
ト
２
・
０
の
推
進
状
況
は
。

　

Ａ　

ガ
バ
メ
ン
ト
２
・
０
は
、

市
民
が
市
政
に
積
極
的
に
参
加
で

き
る
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
民
参
加
型
の

志
政
あ
や
せ　

橘
川　

佳
彦

イ
ン
フ
ラ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

Ｑ　

市
民
参
加
型
の
イ
ン
フ
ラ

管
理
シ
ス
テ
ム
（
道
路
補
修
通
報

シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
状
況
は
。

　

Ａ　

効
率
的
な
運
用
体
制
や
市

民
と
の
情
報
共
有
の
在
り
方
な
ど

先
進
市
の
課
題
、
問
題
点
を
確
認

し
な
が
ら
本
市
に
適
し
た
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

動
販
売
機
を
、
庁
舎
や
避
難
所
な

ど
に
設
置
し
な
い
か
。

　

Ａ　

庁
舎
は
、
避
難
所
に
指
定

し
て
い
な
い
た
め
設
置
の
考
え
は

な
い
が
、
既
設
の
３
台
の
自
動
販

売
機
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
避
難
所
へ
の
設
置
は
、
水
道

工
事
が
必
要
な
こ
と
や
停
電
や
断

水
時
に
使
用
が
で
き
な
い
た
め
、

考
え
て
い
な
い
。

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の

改
善
に
つ
い
て

　

Ｑ　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が　

時
間
使
用
で

２４

き
る
屋
外
型
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を
、

小
・
中
学
校
に
設
置
し
な
い
か
。

　

Ａ　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く
に
あ
り
、

い
つ
で
も
、
誰
で
も
使
え
る
こ
と

は
効
果
が
あ
る
と
考
え
お
り
、
他

の
自
治
体
の
設
置
や
使
用
状
況
を

確
認
し
屋
外
も
含
め
て
設
置
方
法

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

庁
舎
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
分
か
り

や
す
い
場
所
に
設
置
し
、
各
フ
ロ

ア
の
案
内
掲
示
板
に
シ
ー
ル
を
貼

る
な
ど
の
周
知
を
す
べ
き
で
は
。

　

Ａ　

設
置
場
所
は
、
来
庁
者
の

目
に
触
れ
る
受
付
の
横
な
ど
を
検

討
し
、
移
動
し
た
い
。変
更
後
は
、

庁
内
の
案
内
図
に
表
示
す
る
。

　

Ｑ　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
救
急

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
）
が
、
応

急
処
置
を
行
っ
た
場
合
に
、
感
謝

カ
ー
ド
を
配
布
し
な
い
か
。

　

Ａ　

救
急
業
務
の
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
海
老
名
市
と
座
間

市
が
、
配
布
を
検
討
し
て
い
る
た

め
、本
市
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

●
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

災
害
対
応
型
カ
ッ
プ
式
自

公
明
党　
　
　

三
谷　

小
鶴

員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

山
口
県
柳
井
市
議
会
議
員

１８

来
市
（
航
空
機
騒
音
に
対

す
る
市
の
取
り
組
み
）

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２２

改
革
検
討
協
議
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２５●
６
月

１
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）
・
議
会
全
員
協
議
会

６
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１２
　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１５

２
日
）　

　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１６

３
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１９

４
日
）

　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
最

２１

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

　

日　

厚
木
基
地
に
関
す
る
要
望

２６

書
提
出
（
防
衛
省
ほ
か
）

●
７
月

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

改
革
検
討
協
議
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視

２１

察
（
小
田
原
市
）

　

日　

沖
縄
県
宜
野
湾
市
議
会
議

２７

員
来
市
（
基
地
の
現
状
と

対
策
）

　

日　

議
会
報
編
集
委
員
会

３１●
８
月

７
日
〜
８
日　

基
地
対
策
特
別
委

員
会
行
政
視
察
（
石
川
県

小
松
市
・
小
松
基
地
）

　

委
員
会
で
は
、
優
れ
た
施
策
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進

地
な
ど
を
視
察
し
て
、
特
定
事
項

に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
、
専
門

的
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

視
察
内
容
の
詳
細
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
会

視
察
日
程
・
７
月　

日
２１

【
小
田
原
市
】

▽
議
会
改
革
に
つ
い
て

▽
議
会
運
営
に
つ
い
て

●
５
月

　

日　

５
月
臨
時
会
・
議
会
運
営

１１

委
員
会
・
総
務
教
育
、市
民

福
祉
、
経
済
建
設
各
常
任

委
員
会
・
基
地
対
策
特
別

委
員
会
・
議
会
報
編
集
委

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

小
田
原
市
役
所
に
て

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
に
備
え
た 

市
国
民
保
護
計
画
の
内
容
は

●
綾
瀬
市
国
民
保
護
計
画
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て

　

Ｑ　

米
国
と
日
本
政
府
の
軍
事

圧
力
に
よ
り
朝
鮮
半
島
の
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
る
中
、
基
地
を
抱
え

る
本
市
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
本
市
国
民
保
護
計

画
の
内
容
は
。

　

Ａ　

計
画
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
な
ど
に
備
え
、
武
力
攻
撃
が

国
民
生
活
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を

最
小
限
に
す
る
た
め
の
国
・
地
方

公
共
団
体
の
責
務
、
避
難
、
救

護
、
武
力
攻
撃
な
ど
へ
の
対
処
の

措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
平
成

　

年
１
月
に
計
画
を
策
定
し
て
以

１９来
、
運
用
す
る
事
態
は
発
生
し
て

い
な
い
が
、
今
後
も
変
動
す
る
国

際
情
勢
に
注
視
し
、
情
報
収
集
に

努
め
た
い
。

●
日
米
地
位
協
定
改
定
の
具
体
的

な
内
容
を
加
え
て
、
国
に
求
め
な

い
か

　

Ｑ　

市
民
が
受
け
て
い
る
基
地

被
害
を
解
消
す
る
た
め
に
、
本
市

で
は
毎
年
、
市
と
議
会
で
厚
木
基

地
に
関
す
る
要
望
書
を
国
に
提
出

し
て
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
改

定
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
機
会
に

限
ら
ず
日
米
地
位
協
定
の
具
体
的

な
改
定
の
要
望
を
出
さ
な
い
か
。

　

Ａ　

日
米
地
位
協
定
は
、
日
本

の
米
軍
活
動
の
取
り
決
め
で
あ
り

こ
れ
ま
で
も
、
渉
外
知
事
会
や
本

市
も
構
成
員
で
あ
る
県
基
地
関
係

県
市
連
絡
協
議
会
な
ど
で
、
具
体

的
な
個
別
内
容
を
示
す
形
で
の
要

望
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
市
議
会
な
ど
と
協
力
し
な

が
ら
見
直
し
を
求
め
て
い
く
。

越
川　

好
昭

小
・
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
型

収
納
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を

第
４
次
綾
瀬
市
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
で
変
更
す
べ
き
課
題
は

教
育
勅
語
や
銃
剣
道
は
国
民
主
権

と
平
和
教
育
に
反
し
な
い
か

●
道
徳
を
戦
前
の
「
修
身
」
の
よ

う
な
教
科
に
さ
せ
な
い
た
め
に

　

Ｑ　

戦
前
に
は
国
民
に
国
の
た

め
に
命
を
捨
て
る
と
い
っ
た
教
育

が
な
さ
れ
た
認
識
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

一
時
期
、
そ
の
よ
う
な
教

育
が
さ
れ
た
と
い
う
意
見
や
評
価

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

修
身
教
育
の
大
本
に
あ
る

教
育
勅
語
の　

の
徳
目
を
評
価
す

１２

る
声
が
あ
る
が
、
市
の
扱
い
は
。

　

Ａ　

教
育
勅
語
を
児
童
・
生
徒

の
教
材
で
扱
う
考
え
は
な
い
。

　

Ｑ　

銃
剣
道
は
、
中
学
校
の
学

習
指
導
要
領
で
保
健
体
育
科
の
武

道
に
新
た
に
明
記
さ
れ
た
が
、
授

業
で
ど
う
扱
う
の
か
。

　

Ａ　

保
健
体
育
科
の
武
道
で
銃

剣
道
を
扱
う
つ
も
り
は
な
い
。

●
軍
隊
や
武
器
を
身
近
に
さ
せ
る

基
地
と
の
友
好
は
控
え
る
べ
き
で
は

　

Ｑ　

厚
木
基
地
内
で
行
わ
れ
た

日
米
親
善
春
祭
り
で
、
米
兵
が
米

軍
ヘ
リ
の
機
銃
操
作
な
ど
を
見
学

し
て
い
る
親
子
に
対
し
解
説
し
て

い
た
と
聞
く
が
、
市
は
ど
う
対
処

し
た
の
か
。

　

Ａ　

米
海
軍
厚
木
航
空
施
設
渉

外
部
に
、
市
民
が
銃
器
に
触
れ
ら

れ
る
展
示
方
法
は
好
ま
し
く
な
い

と
申
し
入
れ
、今
後
、配
慮
す
る
と

米
軍
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。

　

Ｑ　

市
は
、
厚
木
基
地
を
観
光

資
源
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
基

地
の
整
理
・
縮
小
・
返
還
の
市
の

基
本
方
針
に
反
し
な
い
か
。

　

Ａ　

地
域
固
有
の
特
性
を
持
つ

観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
慎
重
に

対
応
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之

市の鳥「かわせみ」

委
員
会
の
行
政
視
察

委
員
会
の
行
政
視
察

市公認キャラクター市公認キャラクター
「「ブタッコリ～」ブタッコリ～」

光
綾
公
園
に
バ
ラ
が
咲
い
て
い
ま
し

た


